
令和 5 年度第 1 回運営推進会議 議事録 

 

令和 5 年 9 月 27 日 

デイサービス カラフルらいふ 

 

開催日時 令和 5 年 9 月 27 日（水）18 時 00 分～19 時 00 分 

開催場所 デイサービス カラフルらいふ 

参加者 利用者・利用者の家族・大久保町自治会⾧・副会⾧・公民館⾧・民生

委員・中央地域包括支援センター・大田原市高齢者幸福課・事業所管

理者（各 1 名、計 9 名） 

 

1. ご報告 

（１） 事業所の運営状況報告 

●現状報告活動内容報告(開催時のレジュメ参照) 

・ヒヤリハット・事故報告内容 

浴槽からいつもと反対の足を出してしまい、無理やり上がろうとしたた

め転倒するのではないかと、ヒヤリとした事例があった。 

〇見守りはしていないのか？  

⇒見守りはしていたが、ちょっと目を離した時に起きてしまった。ちょ

っとした瞬間でも、事故が起こる可能性がある。 

〇対応策は？手すりの増設など 

⇒手すりの増設などはしていない。対応策としては、利用者だけでなく

職員も一緒に出す足を確認してから上がるようにした。職員が利用者の

特徴を覚えておかなくてはいけない。 

〇特浴(機械を使って入れるお風呂)はないのか？ 

⇒ないので、自力で浴槽に入れる方ばかりの利用になっている。 

 〇要介護度が高いと特浴が必要なのか？ 

          ⇒みんながみんな必要ではないが、要介護度が上がれば必要な方が 

多くなる。 

   （２）活動内容報告 

●令和５年４月から 9 月までの日々の活動の様子と年間行事の様子の写真

や動画をスライドで報告 

 ・日々の活動の様子 

  壁飾りづくり、野菜作り、米作り、草むしりなど行っている 

 



 ・年間行事の様子 

  ★流しそうめん→いろいろ流してみました 

 →使った竹は、竹踏み用に切って皆さんにお渡ししました 

   〇子どものようになりましたよ(利用者) 

〇流しそうめんなんて贅沢すぎる 〇やったことない 

★窯の蓋まんじゅう作り 

〇（作ったまんじゅうは）やっぱり食べるんでしょ？水分摂りなが 

 らじゃないとね 

         ★避難訓練→通報訓練・利用者も含め水消火器を使った消火訓練も行 

いました 

          〇今までのところで、職員が全然写ってないみたいだけど、職員は 

何名いるのか？ 

⇒私（管理者）の他 4 名いて、写ってはいるのですが、皆さん 

60 代以上の方なので、すっかり溶け込んでいる。現在の写真でも 

4 名写っているが、うち 2 名は職員 

          〇みんな老々介護 〇時代が変わった 

         ★敬老会 

         〇普段おとなしい男性が、私たちのために色々芸をやってくれた。ま 

さかこんなことしてくれるとは思わなかった。（利用者） 

         〇⾧生きしちゃう 

 

２．その他ご意見・ご要望等 

  〇こじんまりとした中で、楽しく工夫してやれていると思う。家にいると季節を感じ 

る行事はやらない。デイサービス楽しいんだろうなと思う 

  〇楽しいから休まず来ています。ここは年寄りを大事にしてくれるところ（利用者） 

  〇こういうところに来なくちゃダメだな。 

  〇今、食中毒がニュースでもやっていて、みんなで作ったりすることはほんとに気を 

付けてやっていくしかない。コロナやインフルエンザも流行っていて、そういった 

感染症にも気を付けながら皆さん元気で頑張っていただければと思う。(地域包括) 

  〇このくらいの人数で収支は大丈夫なのか？ 

   ⇒利用者数はほとんど変わっていないが、利用回数が増えていて、今度からやっと 

ちょっとプラスになるかな？というところ。もう少し利用者が増えるといい。 

〇月曜日に入ってくれると、うちの親父が火水金利用なのを月水金にできる。 

   ⇒金曜日も男性 2 名なので増えるといいが 

〇3 人になると派閥ができるからね～→〇それは男だけですよ(笑) 

〇女の人は派閥できないからね。男の人が入っても話しかけるから、それなりのお話 



でやっています（利用者） 

〇人を集めるのが大変だよな 

〇ショートステイがあるといいけどね 

⇒今いる利用者の中にも、お泊りがあればもう少し利用したいという方もいる。 

 〇ショートステイがあるところに行ってしまう。うちの母親がそうだった。 

 ⇒できればいいけれど、設備も火災通報装置が必要。スプリンクラーは必要ないけ 

れど。 

〇今１番遠い送迎は？ 

 ⇒練貫や実取で 15 分。利用者次第ですが須佐木でも行くとは言っている。 

〇今はこういうところがあっていい。昔は姥捨て山があった。両郷あたりに。 

 ⇒利用者の中には、こういうところは姥捨て山だというイメージがある方もいた。

実際にきてみたら、イメージが変わって楽しんでいた方もいる 

〇食事代はいくら？ 

 ⇒おやつ代含めて 600 円 

〇値上げは？ 

 ⇒あまり値上げをしたくないので、現状このまま。 

〇月にいくらかかっているか？ 

 ⇒約 2 万円（職員で食べる人もいるので） 

〇包括支援センターは、どういう事業所なのか？ 

 ⇒市役所から委託を受けて、社会福祉法人から出向している高齢者限定の何でも相

談所です。（地域包括） 

〇65 歳以上の一人暮らしの高齢者が、障子貼りや草むしりはお願いできるのか？ 

シルバー人材センターにお願いする対応で、高齢者軽度生活援助制度がある。介護

認定を受けていない方なら、包括支援センターで申請をしていただければ使え

る。 

⇒シルバーは高い。身障者なら馬鹿みたいに安いけど、気を付けた方がいい。（地

域の方） 

〇今年の 3 月の推進会議も参加しているが、利用者の方が楽しくやっている。 

〇議事録は市にも提出しているのか？ 

 ⇒指定事業者なので、義務になっている。 

〇こういうところに出てこられてる方は幸せだ。出てこられない人は地域で見守るし 

かない。 

  〇活動を見ていて企画力がすごい。田んぼだって、稲刈りまでしてる。これは楽しい 

   と思う。 

〇よく考えてくれている。私たちも楽しくてうちにいるよりここに来る方が嬉しい 

くらい。同じくらいの年齢の人たちと、年齢関係なしで楽しめる。いつまでもやっ 



てほしい(利用者) 

〇皆さんがこのデイサービスは楽しいみたいだよ～とＰＲすれば… 

〇こういった地域密着型のデイサービスは前回からの増減は？ 

 ⇒変わっていない。 

 

2. 次回の運営推進会議予定 

R6 年３月 

 

３．その他報告 

  送迎車にする予定だった当事業所の車両を、令和５年 7 月 27 日にえんがおの児童ク

ラブに寄付いたしました。 


